
 

 

 

 

１．日時：平成２４年８月２４日（金）15:00～17:00 

 

２．場所：広島合同庁舎２号館６階共用７号会議室 

 

 

３．出席委員：第１部会 会長 今岡 務    広島工業大学環境学部 

第１部会 委員 米倉 亜州夫  広島大学名誉教授 

第１部会 委員 戸田 常一   広島大学大学院社会科学研究科 

第 1部会 委員 大久保 孝昭  広島大学大学院工学研究科 

                        

 

４．主な意見の概要 

 

【業務関係】 

○平成 24 年度公共事業コスト構造改善の推進に関する調査・分析業務 

   評価項目の｢業務成績｣において全ての者で評価が０点となっている理由は？ 

  →情報部門での業務成績を要件として求めたが、全ての者が実績がなかったため０点となった。 

   今後、要件の設定については検討していきたい。 

 

その他、評価手法及び評価に関する助言を頂く 

 

中国地方整備局総合評価審査委員会 第１部会（第５回）開催結果の概要 



日 時：平成２４年８月２４日（金）15：00～ 

                      場 所：広島合同庁舎２号館６階共用７号会議室 

 

平成２４年度 中国地方整備局総合評価審査委員会 

第一部会（第５回） 

 

議 事 次 第 

 

１．開  会                                                       

 

２．挨  拶  

 

３．議  事 

【工事関係】 

      １）平成２４年度の入札・契約方針（案） 

【工事関係審査】 

       ２）審査対象工事の全体説明 

３）審査対象工事の個別説明 

【業務関係審査】 

４）審査対象業務の全体説明  

５）審査対象業務の個別説明  

 

４．閉  会 



◆第5回　総合評価審査委員会　第１部会　審査対象工事件数・・・・・・・・全15件

（１）技術提案の審査（入札前審査）・・・・・・・・・・3件

【標準型（Ⅰ型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～ 総合的コスト縮減 工事目的物の性能・機能等 社会的要請への対応

鋼橋上
部

- - - 1 1 -

・鋼・コンクリート合成床版の品質・耐
久性向上に関する施工計画
・桁（鋼材）の耐候性・耐食性の向上
に関する施工計画

-

計 0 0 0 1 1

【簡易型】（施工体制確認型）

30～ 40～ 50～ 60～

一般土
木

- - - 1 1
・掘削工の施工管理、出来形管理に対す
る技術的所見

- -

建築 - - - 1 1
・給油施設新設に伴う土工事（ただし、山
留め工事を除く。）における施工上配慮す
べき事項に関する技術的所見

- -

計 0 0 0 2 2

施工体制評価点＋加算点の合計
計

評価項目（技術提案）
工種

評価項目（技術的所見）工種

施工体制評価点＋加算点の合計
計

【　審査対象工事一覧表　総括表　】



（２）評価項目・加算点の審査（公告前審査）・・・・12件

【標準型（Ⅰ型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～ 総合的コスト縮減 工事目的物の性能・機能等 社会的要請への対応

一般土
木

- - 1 - 1

計 0 0 1 0 1

【標準型（Ⅱ型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～ 総合的コスト縮減 工事目的物の性能・機能等 社会的要請への対応

一般土
木

2 - 1 - 3

PC 1 - - - 1

計 3 0 1 0 4

【簡易型】（施工体制確認型）

30～ 40～ 50～ 60～

建築 － － － 4 4

電気設
備

- - - 3 3

計 0 0 0 7 7

工種
施工体制評価点＋加算点の合計

計
評価項目（技術提案）

工種

評価項目（技術提案）

計

計
施工体制評価点＋加算点の合計

工種

評価項目（技術的所見）
施工体制評価点＋加算点の合計



◆第5回　総合評価審査委員会　第１部会　対象工事件数・・・・・・・・全4件

【標準型（Ⅰ型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～ 総合的コスト縮減 工事目的物の性能・機能等 社会的要請への対応

PC - - 1 - 1 -

・ＰＣ上部工の品質・耐久性向上に関
する施工計画
・橋台コンクリート及び深礎杭の品質・
耐久性向上に関する施工計画

-

計 0 0 1 0 1

【標準型（Ⅱ型）】（施工体制確認型）

60～ 70～ 80～ 90～ 総合的コスト縮減 工事目的物の性能・機能等

一般土
木

- - - 1 1 -
・下部工コンクリートの品質・耐久性向
上に関する施工計画

※場所打ち杭基礎において施工上配慮
すべき事項に対する技術的所見

PC 1 - - - 1 -
・ＰＣ上部工の品質・耐久性向上に関
する施工計画

-

計 1 0 0 1 2 ※については特定専門工事審査型についての提案審査項目

【簡易型】（施工体制確認型）

40～ 50～ 60～ 70～
維持修
繕＋As
舗装

- 1 - - 1
・緊急時に対応するための待機方法や連
絡体制についての技術的所見

・排水性アスファルト舗装の品質確保
に対する技術的所見

－

計 0 1 0 0 1

評価項目（技術提案）

評価項目（技術提案）
評価項目（技術的所見）

工種

施工体制評価点＋加算点の合計
計工種

計 評価項目（技術的所見）

【　施工体制確認型総合評価方式　開札後整理　総括表　】    

工種
施工体制評価点＋加算点の合計

施工体制評価点＋加算点の合計

計



◆第5回総合評価審査委員会　入札前審査対象工事一覧
【標準型（Ⅰ型）】（施工体制確認型）

④企業の技術力

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

(

回

)

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

手
持
ち
工
事
量

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

1
広島国道
事務所

道
路

道
路
工
事
課

2 ○
東広島・呉道路 馬木高架橋
第１鋼上部工事

本
官

鋼
橋
上
部

－
橋
梁

鋼４径間連続非合成
鈑桁橋　Ｌ＝205.5ｍ
（支間長：42.55ｍ＋
62.0ｍ＋53.0ｍ＋
46.05m）

橋梁の構造体として重
要である床版工につい
て、良好な品質を持っ
た鋼・コンクリート合成
床版構造物とするた
め、構造物の品質・耐
久性向上が重要であ
る。また、耐候性鋼材
の表面に保護性さび層
が形成されることが必
要であり、その成否が
構造物の機能、性能に
与える影響は大きい。
よって、その耐候性の
向上及び鋼材の耐食
性の向上に関する施
工中の配慮は重要で
ある。

○

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅰ
型

）

－ ○ － 90.0 30.0 15.0 15.0 60.0

鋼・コンク
リート合成床
版の品質・耐
久性向上に
関する施工
計画

30.0

桁（鋼材）の
耐候性・耐食
性の向上に
関する施工
計画

30.0 60.0 0.0 0.0 0.0

⑥
地
元
企
業
活
用

合
計

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画

合
計

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力

備
　
　
考

評価内容３評価内容１ 評価内容２

施工能力 地域精通度・地域貢献度技術提案

合
計

施工管理体制
入札方式

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
評
価
点
計
①

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名No.
区
分

局
担
当
課

⑦
配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

合
計

本
官
分
任
官
別

工事概要

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別



◆第5回総合評価審査委員会　入札前審査対象工事一覧
【簡易型】

④企業の技術力

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

(

回

)

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

手
持
ち
工
事
量

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

1
福山河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

3 ○
尾道・松江自動車道宇賀第９
改良工事

本
官

一
般
土
木

B
＋
C

改
良

本工事は、尾道・松江自動車
道のうち広島県三次市甲奴町
宇賀地内における改良工事で
ある。
 工事延長　Ｌ＝ 700 ｍ
  道路改良    1 式
  　道路土工    1 式
  　　掘削工 掘削(土砂)
71,100 m3
  　　掘削工 掘削(軟岩)
40,070 m3
  　石･ﾌﾞﾛｯｸ積(張)工    1 式
  　　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工    763 m2
  　排水構造物工    1 式

切土主体の工
事であり、その
施工管理や、
施工途中にお
ける出来型管
理が重要であ
る。

－

一
般
競
争

簡
易
型

○ ○ ○ 67.0 30.0 15.0 15.0 37.0

掘削工の施
工管理、出
来形管理に
対する技術
的所見

10.0 10.0 6.0 1.0 2.0 1.0 1.0 4.0 3.0 1.0 19.0 5.0 3.0 8.0 0.0

2 本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

4 ○
広島県警察機動隊給油施設
工事

本
官

建
築

Ｄ
営
繕

庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造
地上3階建
延床面積　約2,162㎡
修繕一式
工作物新設一式
外

本工事は、給
油施設新設を
主体とした工事
であり、新設に
伴う土工事に
おける施工上
の配慮は、給
油施設の性能
を実現する上
で重要な要素
である。

－

一
般
競
争

簡
易
型

－ ○ ○ 66.0 30.0 15.0 15.0 36.0

給油施設新
設に伴う土
工事（ただ
し、山留め工
事を除く。）
における施
工上配慮す
べき事項に
関する技術
的所見

10.0 10.0 6.0 3.0 1.0 1.0 1.0 4.0 2.0 1.0 2.0 21.0 5.0 5.0 0.0

⑥
地
元
企
業
活
用

合
計

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画

合
計

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力

備
　
　
考

評価内容３評価内容１ 評価内容２

施工能力 地域精通度・地域貢献度技術提案

合
計

施工管理体制
入札方式

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
評
価
点
計
①

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名No.
区
分

局
担
当
課

⑦
配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

合
計

本
官
分
任
官
別

工事概要

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別



◆第5回総合評価審査委員会　公告前審査対象工事一覧

④企業の技術力

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

手
持
ち
工
事
量

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

広島国道
事務所

道
路

道
路
工
事
課

○ －
広島南道路観音東改良第９
工事

本
官

一
般
土
木

－
改
良

工事延長　L=240m
　道路改良　１式
　　道路土工　１式
　　擁壁工
　　　Ｕ型擁壁　138m
　　　Ｌ型擁壁　29m
　　　既製杭　162本
　　道路付属施設工　１式

重要構造物である
擁壁工について、
より良質な品質を
もち耐久性を向上
させたコンクリート
構造物とすること
が重要である。ま
た、本工事は周辺
に家屋等が近接し
ているため、杭施
工にあたり環境保
全に努める必要が
ある。

松江国道
事務所

道
路

道
路
工
事
課

○ －
仁摩温泉津道路新湯里トン
ネル工事

本
官

一
般
土
木

－

ト
ン
ネ
ル

工事延長　L=430ｍ
【新湯里トンネル】
　　Ｌ＝297.0ｍ　内空
断面積　62.5m2

トンネルの構造
体として重要で
ある覆工コンク
リートについ
て、より良質な
品質を持ったコ
ンクリート構造
物とする必要
がある。

広島国道
事務所

道
路

道
路
工
事
課

○ －
東広島・呉道路乃美尾トンネ
ル工事

本
官

一
般
土
木

－

ト
ン
ネ
ル

工事延長　L=400ｍ
【乃美尾トンネル】
　L=286.0m　内空断面
積　62.9m2

トンネルの構造
体として重要で
ある覆工コンク
リートについ
て、より良質な
品質を持ったコ
ンクリート構造
物とする必要
がある。

山口河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

○ － 国道２号栄橋上部撤去工事
本
官

一
般
土
木

Ｂ
改
良

工事延長　L=220m
【栄橋】ＲＣゲルバーＴ
桁橋
　構造物撤去工　１式

本工事区間は、
住居地域に近接
した場所での橋
梁上部工撤去工
事であり、工事
中に発生する騒
音が与える影響
は大きい。よっ
て、工事中に発
生する騒音への
配慮が重要であ
る。

福山河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

○ －
松永道路神村高架橋ＰＣ上
部工事

本
官

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

－
橋
梁

工事延長　L=300ｍ
【神村高架橋】
　ＰＣ４径間連続ラーメ
ン箱桁橋
　　L=232.0m

橋梁の構造体
として重要であ
る上部工につ
いて、良好な品
質を持ったプレ
ストレスト・コン
クリート構造と
することが重要
である。

本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

○ － 徳山港湾合同建具改修工事
本
官

建
築

Ｄ
営
繕

庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造
地上3階地下1階建
延床面積　約1,864㎡
修繕一式
外

本工事は、既
存庁舎の外部
建具改修主体
の工事である
ため、「外部建
具改修におけ
る施工上配慮
すべき事項に
関する技術的
所見」を評価項
目とする。

本
官
分
任
官
別

工事概要

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名No.
区
分

局
担
当
課

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別 合

計

施工管理体制

加
算
点
の
合
計
②

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

備
　
　
考

評価内容３評価内容１ 評価内容２

施工能力 地域精通度・地域貢献度技術提案

⑦
配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

合
計

施
工
体
制
評
価
点
計
①

⑥
地
元
企
業
活
用

合
計

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画

合
計

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力



◆第5回総合評価審査委員会　公告前審査対象工事一覧

④企業の技術力

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

手
持
ち
工
事
量

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

本
官
分
任
官
別

工事概要

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名No.
区
分

局
担
当
課

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別 合

計

施工管理体制

加
算
点
の
合
計
②

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

備
　
　
考

評価内容３評価内容１ 評価内容２

施工能力 地域精通度・地域貢献度技術提案

⑦
配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

合
計

施
工
体
制
評
価
点
計
①

⑥
地
元
企
業
活
用

合
計

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画

合
計

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力

本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

○ －
柳井海上保安署外壁改修工
事

本
官

建
築

Ｄ
営
繕

庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造
地上2階建
延床面積　約286㎡
修繕一式
外

本工事は、既
存庁舎の外壁
改修主体の工
事であるため、
「外壁改修にお
ける施工上配
慮すべき事項
に関する技術
的所見」を評価
項目とする。

本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

○ － 下関合同外壁改修工事
本
官

建
築

C
＋
Ｄ

営
繕

庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造
地上6階地下1階建
延床面積　約7,768㎡
修繕一式
外

本工事は、既
存庁舎の外壁
改修主体の工
事であるため、
「外壁改修にお
ける施工上配
慮すべき事項
に関する技術
的所見」を評価
項目とする。

本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

○ －
山口県警察機動隊給油施設
整備工事

本
官

建
築

C
＋
Ｄ

営
繕

庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造
地上2階建
延床面積　約1,414㎡
修繕一式
工作物新設一式
外

本工事は、給
油施設新設を
主体とした工事
であり、新設に
伴う土工事に
おける施工上
の配慮は、給
油施設の性能
を実現する上
で重要な要素
である。

本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

○ －
中国管区警察学校本館その
他設備改修工事

本
官

電
気
設
備

Ｃ
営
繕

本館（既存）
鉄筋コンクリート造
地上3階建
延床面積　約2,712㎡
電気設備　改設一式
外

本工事は、自
家発電設備新
設を主体とした
工事であるた
め、「発電設備
工事における
施工上配慮す
べき事項に関
する技術的所
見」を評価項目
とする。

本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

○ －
広島労災介護通信設備改修
工事

本
官

電
気
設
備

Ｃ
営
繕

管理厚生棟（既存）
鉄筋コンクリート造
地上3階建
延床面積　約5,372㎡
電気設備　改設一式
外

本工事は、
ナースコール
設備更新を主
体とした工事で
あるため、
「ナースコール
設備改修にお
ける施工上配
慮すべき事項
に関する技術
的所見」を評価
項目とする。

本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

○ －
広島県警察学校電気設備改
修工事

本
官

電
気
設
備

Ｃ
営
繕

本館（既存）
鉄筋コンクリート造
地上4階建
延床面積　約4,969㎡
電気設備　改設一式
外

本工事は、グラ
ウンド照明改
修を主体とした
工事であるた
め、「グラウンド
照明改修にお
ける施工上配
慮すべき事項
に関する技術
的所見」を評価
項目とする。



◆第5回総合評価審査委員会　開札後整理工事一覧

④企業の技術力

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

(

回

)

技
術
提
案
の
審
査

(

回

)

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

手
持
ち
工
事
量

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

1
松江国道
事務所

道
路

道
路
工
事
課

11 3
仁摩温泉津道路
　湯里高架橋ＰＣ上部工事

本
官

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

－
Ｐ
Ｃ

4径間連続PCﾗｰﾒﾝ箱
桁橋　L=357.0m
A1橋台　N=1基

橋梁の構造体とし
て重要である上部
工について良好な
品質を持ったプレ
ストレスト・コンク
リート構造物とす
る事が重要であ
る。また橋台は重
要構造物であり、
「橋台コンクリート
及び基礎工」の品
質・耐久性の向上
は重要である。

○

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅰ
型

）

－ ○ － 80.0 30.0 15.0 15.0 50.0

ＰＣ上部工の
品質・耐久性
向上に関す
る施工計画

30.0

橋台コンク
リート及び深
礎杭の品質・
耐久性向上
に関する施
工計画

20.0 50.0 0.0 0.0 0.0

2
広島国道
事務所

道
路

道
路
工
事
課

1 3
東広島・呉道路兼広高架橋
下部工事

本
官

一
般
土
木

Ｂ
橋
梁

橋台N=1基
（場所打ち杭N=24本）

重要構造物で
あることから下
部工のコンク
リートの品質・
耐久性向上が
重要である。

－

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

○ ○ ○ 96.0 30.0 15.0 15.0 66.0

下部工コンク
リートの品
質・耐久性向
上に関する
施工計画

30.0

場所打ち杭
基礎におい
て施工上配
慮すべき事
項に対する
技術的所見

10.0 40.0 6.0 1.0 3.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 20.0 3.0 3.0 6.0 0.0

3
福山河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

12 3
木原道路下木原第２高架橋Ｐ
Ｃ上部工事

本
官

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

－
Ｐ
Ｃ

ＰＣ８径間連続中空床
版橋
橋長L=248m（支間長：
30.1ｍ＋6@31.0ｍ＋
30.1m)

橋梁構造体として
重要である上部工
について、良好な
品質を持ったコン
クリート構造物と
するため、耐久性
向上を目的として
「ＰＣ上部工」の良
質な品質・耐久性
の確保を図る必要
がある。

○

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

－ ○ － 60.0 30.0 15.0 15.0 30.0

ＰＣ上部工の
品質・耐久性
向上に関す
る施工計画

30.0 30.0 0.0 0.0 0.0

4
鳥取河川
国道事務
所

道
路

道
路
工
事
課

12 3
姫路鳥取線保守・長尾影石
地区舗装工事

本
官

維
持
修
繕
＋
Ａ
ｓ
舗
装

－

道
路
維
持
＋
Ａ
ｓ
舗
装

姫路鳥取線保守　Ｌ＝
61.9km
　巡視・巡回
　道路清掃工
　応急処理
　除雪工
長尾・影石地区舗装　Ｌ＝
1.8km
　排水性舗装（車道）
　　　A=15,900m2
　排水構造物工
　縁石工
　道路付属施設工

道路保守(維持管理）
範囲が、兵庫県佐用郡
佐用町から鳥取県鳥
取市と県境を跨ぐ高規
格幹線道路で広範囲
に渡ることから、その
待機方法や体制確保
が重要。また、舗装工
事については、排水性
舗装であり、その合材
は空隙率が高く、温度
低下が早いことから、
排水性アスファルトの
温度管理や温度低下
対策等は品質を確保
する上で重要である。

○

一
般
競
争

簡
易
型

－ ○ － 50.0 30.0 15.0 15.0 20.0

緊急時に対
応するため
の待機方法
や連絡体制
についての
技術的所見

10.0

排水性アス
ファルト舗装
の品質確保
に対する技
術的所見

10.0 20.0 0.0 0.0 0.0

施
工
体
制
評
価
点
計
①

⑥
地
元
企
業
活
用

合
計

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画

合
計

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力

備
　
　
考

評価内容３評価内容１ 評価内容２

施工能力 地域精通度・地域貢献度技術提案

⑦
配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

合
計

合
計

施工管理体制

加
算
点
の
合
計
②

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性
をわかりやすく記載

すること）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
別

本
官
分
任
官
別

工事概要

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名No.
区
分

局
担
当
課
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